
　
播
磨
地
域
は
姫
路
市
を
中
心
と
し
た
兵
庫
県
南
西
部
を
い
う
。
そ
の
播
磨
か
ら
全
国
に
発
信
す
る
旬
の
話
題
が

二
つ
あ
る
。
大
型
放
射
光
施
設
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
」
構
内
に
次
世
代
光
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
Ｘ
線
自
由
電

子
レ
ー
ザ
ー
「
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
」
施
設
が
完
成
、
今
夏
、
関
係
者
に
公
開
さ
れ
た
。
愛
称
を
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

さ
く

ら
」
と
名
付
け
、
来
春
の
稼
働
を
目
指
し
て
仕
上
げ
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。
も
う
一
つ
は
第
６
回
目
を
迎

え
る
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
「
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
姫
路
」
が

月

、

の
両
日
、
国
宝
・
姫
路
城

周
辺
で
開
催
さ
れ
る
。
昨
年
の
厚
木
大
会
で
約

億
円
の
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
地
元
の
期
待

は
高
ま
る
一
方
だ
。
こ
の
二
つ
の
話
題
と
と
も
に
、
播
磨
経
済
の
現
状
、
問
題
点
、
課
題
、
将
来
像
な
ど
を
姫
路

商
工
会
議
所
の
三
宅
知
行
会
頭
に
聞
い
た
。

「
Ｘ
Ｆ
Ｅ
Ｌ
」
施
設
が
完
成
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
」
構
内
に
Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー

愛
称
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
（
さ
く
ら
）
」

小さな断面積で広がらない高品位のビ
ームを発生（ＳＡＣＬＡの電子銃）

波
長
、
世
界
最
短
を
更
新
中

「
Ｂ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
ｉ
ｎ
姫
路
」
月
｜
日
開
催
姫
路
城
周
辺
で
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Ｂ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
Ｂ
級

グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
活
動

を
す
る
団
体
の
「
愛
Ｂ
リ
ー

グ
」
が
主
催
す
る
。
Ｂ
級
グ

ル
メ
を
「
う
ま
く
て
、
地
元

に
愛
さ
れ
、
複
数
の
店
で
提

供
さ
れ
て
い
る
料
理
」
と
定

義
づ
け
て
い
る
。
Ｂ
１
グ
ラ

ン
プ
リ
は
食
べ
た
後
の
割
り

ば
し
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ッ
ク

ス
に
投
票

投
げ
込
む

、

は
し
の
総
重
量
で
順
位
を
決

め
て
い
る
。

　
今
回
で
６
回
目
を
数
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
は
、
第

１
回
の
八
戸
大
会
、
第
２
回

の
富
士
宮
大
会
が
と
も
に

「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」
。
第

３
回
の
久
留
米
大
会
は
「
厚

木
シ
ロ
コ
ロ
・
ホ
ル
モ
ン
」

第
４
回
の
横
手
大
会
は
「
横

手
や
き
そ
ば
」
第
５
回
の
厚

木
大
会
は
「
甲
府
鳥
持
つ

煮
」
が
受
賞
し
た
。

　

本
文
、
次
頁
に
続
く

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
波
長
は
０

・

ナ
ノ
は

億
分

の
１

と
極
め
て
短
く
、
６

月
７
日
に
初
め
て
発
振
し
た

時
の
０
・

を
上
回
っ

て
世
界
最
短
を
更
新
中
。
現

在
の
０
・

は
８
月

日
に
記

録
し
た
。
１
０
０

兆
分
の
１
秒
以
下

と
い
う
短
い
時
間

に
起
こ
る
現
象
を

見
分
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
―
８
で
は
た

ん
ぱ
く
質
の
構
造

を
調
べ
る
際
、
結

晶
化
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
不
可
欠
だ

っ
た
。
し
か
し
、

結
晶
化
に
は
時
間

と
手
間
が
か
か
る

う
え
、
結
晶
化
で

き
な
い
た
ん
ぱ
く

質
も
あ
る
な
ど
の

制
約
が
あ
っ
た
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で

は
結
晶
化
で
き

な
い
た
ん
ぱ
く

質
も
そ
の
ま
ま

観
察
で
き
る
。
創
薬
開
発
の

カ
ギ
を
握
る
膜
た
ん
ぱ
く
質

を
は
じ
め
、
結
晶
化
が
難
し

い
さ
ま
ざ
ま
な
た
ん
ぱ
く
質

の
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で
詳

し
く
調
べ
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
「
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
角
度
か
ら
研
究
が
で
き
、

生
命
の
理
解
や
医
療
に
貢
献

で
き
る
」

石
川
哲
也
理
化

学
研
究
所
播
磨
研
究
所
長

と
い
う
。

　
波
長
０
・

ま
で
性

能
を
向
上
さ
せ
る
計
画
だ

が
、
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
と

同
じ
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
が

運
用
面
で
有
利
に
展
開
し
そ

う
。
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８

で
流
れ
を
つ
か
み
、
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｌ
Ａ
で
瞬
間
瞬
間
を
見
る
」

同

こ
の
補
足
関
係
が
新

拠
点
と
し
て
世
界
の
注
目
を

集
め
る
。
播
磨
に
世
界
の
目

が
集
ま
る
。

　
播
磨
科
学
公
園
都
市

兵

庫
県
佐
用
町
な
ど

の
大
型

放
射
光
施
設
「
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ

ｇ
―
８
」
構
内
で
建
設
中
の

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
施

設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
」
が
ほ
ぼ

完
成
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は

Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
の

億

倍
の
明
る
い
光
で
原
子
１
個

１
個
の
動
き
を
く
っ
き
り
と

と
ら
え
、
生
命
科
学
や
医
薬

品
開
発
へ
の
貢
献
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
４

月
の
利
用
開
始
を
控
え
て
、

月
か
ら
最
初
の
利
用
研
究

課
題
の
募
集
が
開
始
さ
れ

た
。

年
１
月
下
旬
に
決
定

す
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
理
化
学
研

究
所
と
高
輝
度
光
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
手
が
け

る
事
業
で
、
施
設
は
全
長
７

０
０

、
事
業
費
は
３
９
０

億
円
。

年
５
月
の
着
工
以

来
全
体
の

％
強
が
整
備
さ

れ
、
本
格
稼
働
を
前
に
機
器

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
大
き
く
分

け
て
電
子
銃
、
加
速
管
、
ア

ン
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
構
成
。

電
子
銃
で
電
子
ビ
ー
ム
を
発

射
、
加
速
管
で
ほ
ぼ
光
速
ま

で
加
速
さ
せ
る
。
そ
の
後
ア

ン
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
通
し
て

Ｘ
線
自
由
電
子
レ
ー
ザ
ー
を

生
み
出
す
。
最
初
は
光
の
波

が
ば
ら
ば
ら
だ
が
、
蛇
行
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
光

の
山
と
谷
が
そ
ろ
い
だ
し
、

最
終
的
に
は
光
の
波
が
き
れ

い
に
そ
ろ
う
。

　
国
内
約
５
０
０
社
の
先
端

技
術
を
結
集
、
全
長
３

―

４

と
い
う
海
外
施
設
に

比
べ
０
・
７

と
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
め
た
の
が
大
き

な
特
徴
。
熱
電
子
銃
は
小
さ

な
断
面
積
で
広
が
ら
な
い
高

品
位
の
ビ
ー
ム
を
発
生
さ
せ

る
。
Ｃ
バ
ン
ド
加
速
管
は
電

子
の
加
速
能
力
を
従
来
の
約

２
倍
に
高
め
た
。
真
空
封
止

ア
ン
ジ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
低
い

電
子
ビ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

も
Ｘ
線
レ
ー
ザ
ー
の
発
生
を

可
能
に
し
た
。
加
速
管
に
使

わ
れ
た
高
純
度
の
銅
は
日
立

電
線
の
土
浦
工
場
だ
け
が
製

造
可
能
な
材
料
だ
。
　

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
生
み
出
す

光
は
Ｘ
線
と
レ
ー
ザ
ー
の
特

徴
を
兼
ね
備
え
る
。
ど
こ
ま

で
細
か
い
世
界
を
見
ら
れ
る

か
は
物
質
を
見
る
光
の
波
長

に
よ
っ
て
決
ま
る
。
Ｘ
線
を

使
う
と
物
質
を
構
成
す
る
最

小
単
位
で
あ
る
原
子
を
は
じ

め
、
ご
く
小
さ
な
物
質
を
観

察
で
き
る
。

　
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
も
Ｘ

線
を
生
み
出
せ
、
試
料
に
Ｘ

線
を
当
て
、
散
乱
し
た
光
を

解
析
す
る
手
法
で
た
ん
ぱ
く

質
や
材
料
な
ど
の
構
造
研
究

に
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
き

た
。


